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1   はじめに 
キシログルカンは細胞壁中にあるヘミセルロース

として存在している場合やタンマリンドの種子など

に含まれている。セルロースを主鎖とする多糖類で

あり、側鎖にガラクトキシロース基あるいはキシロ

ース基を有する構造をしている。主鎖となるセルロ

ースだけでは不溶性であるが、側鎖が付くことによ

り立体障害が起こり水溶性となる。その水溶液にポ

リフェノール類を添加するとゲル化する特性がある。

ポリフェノールは分子内に複数の芳香環に水酸基が

複数ついたものである。本研究ではベンゼンに水酸

基が２個ついた構造をもつ３種の位置異性体である

低分子（図１参照）をキシログルカン水溶液に添加

してその特性を調べることでポリフェノール添加系

ゲルのメカニズム解明のための基礎的な知見を得る

ためにその凝集構造を小角Ｘ線散乱法により観測し

た。 
 

 
 

図１．各種低分子の化学構造． 

2   実験 
多糖類キシログルカン試料は㈱DSP 五協フード＆

ケミカル提供のものを用いた。カテコール、レソル

シノール、ヒドロキノンは㈱和光純薬工業製のもの

を用いた。小角 X 線散乱実験はフォトンファクトリ

ーＢＬ－１０Ｃにて行った。入射 X 線の波長は 1.49
Åで、カメラ距離は約１m、検出器は PSPC（位置

敏感型比例計数管）を用いた。ゲル化は、サンプル

をすべて 60℃で 加熱後室温に戻し、それらを冷蔵

庫で 5 時間程度冷やした後、室温で測定した。 
 

3   結果および考察 
ゲルの融点測定の結果からゲル化能はカテコール

が最も低く、その他のレソルシノールとヒドロキノ

ンは同程度であることが分かっている。 

図２は３種の低分子を添加して得られたハイドロ

ゲルからの小角Ｘ線散乱に対する Kratky プロットで

ある。無添加のキシログルカンは棒状鎖の挙動が観

測され、ゲル化にともなって小角領域に立ち上がり

が観測された。これはキシログルカン鎖の凝集によ

るものと考えられ、最も立ち上がりが高かったのが

レソルシノールであり、次いでヒドロキノン、カテ

コールの順であった。これは見かけのゲル化能と同

傾向であり、ゲル化の性質は鎖の凝集度と相関があ

ることが分かった。 

 
図２．低分子添加をしたキシログルカンからの小角

Ｘ線散乱に対する Kratkyプロット． 
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